
も り

北海道森林管理局 

今月のトピック 

・災害発生等の緊急時における 
林道の活用事例について 

大雪山黒岳からのニセイカウシュッペ山（左）、 

平山（中央）、屏風岳（右） 

平成 28 年 

12 月 
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林
道
は
、
森
林
を
手
入
れ

し
て
健
全
な
状
態
に
保
ち
、

ま
た
、
間
伐
材
等
の
生
産
、

運
搬
コ
ス
ト
を
削
減
し
て

木
材
の
利
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し

て
開
設
さ
れ
る
道
路
で
す
。 

北
海
道
内
に
は
、
総
延
長

で
２
４
，
０
６
５
Ｋ
ｍ
（
平

成
27

年
３
月
末
現
在
）
の
林

道
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
う
ち
森
林
管
理
署

等
が
管
理
す
る
国
有
林
林

道
は
１
６
，
１
２
０
Ｋ
ｍ
で
、

全
体
の
約
７
割
を
占
め
て

い
ま
す
。 

今
夏
、
北
海
道
に
相
次
い

で
襲
来
し
た
台
風
７
号
、
11

号
、
９
号
、
10

号
に
よ
る
一

連
の
大
雨
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
や
浸
水
に
よ
り
、
道
内

の
道
路
や
農
地
は
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

国
有
林
林
道
が
緊
急
避
難

路
や
迂
回
路
と
し
て
、
地
域

に
活
用
さ
れ
た
代
表
的
な

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

８
月
31

日
、
台
風
10

号

の
通
過
に
よ
り
沙
流
川
が

増
水
し
、
国
道
２
７
４
号
に

架
か
る
「
千
呂
露
橋
（
ち
ろ

ろ
ば
し
）
」
が
崩
落
し
、
日

高
町
市
街
地
と
千
栄
（
ち
さ

か
）
地
区
が
寸
断
さ
れ
孤
立

状
態
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
ホ
ロ
ナ
イ
林

道
を
住
民
46

世
帯
75

人
の

緊
急
避
難
路
及
び
迂
回
路

と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

地
元
新
聞
で
も
「
孤
立
集
落

林
道
が
命
綱
」
と
い
う
見
出

し
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

事
例
１

住
民
の
生
活
道
を
確
保 

日
高
北
部
森
林
管
理
署
管
内 

沙
流
郡
日
高
町
千
栄
地
区 

ホ
ロ
ナ
イ
林
道 

延
長
【
１
５
，
０
３
９
ｍ
】 

一
般
車
両
の
通
行
状
況 

（
ホ
ロ
ナ
イ
林
道
） 
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８
月
30

日
、
台
風
10

号

の
通
過
に
よ
り
沢
水
が
異

常
出
水
し
て
清
水
谷
林
道

「
清
流
橋
」
が
損
傷
し
、
林

道
奥
に
あ
る
浄
水
場
施
設

ま
で
の
車
両
の
通
行
が
不

可
能
と
な
り
、
上
士
幌
町
の

農
村
地
区
及
び
一
部
市
街

地
の
生
活
用
水
の
確
保
に

支
障
が
発
生
し
ま
し
た
。 

                           

本
格
復
旧
に
は
多
く
の

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
応
急
的
に 

                           仮
設
橋
を
設
置
し
て
、
住
民

の
不
安
を
解
消
し
ま
し
た
。 

 

  

                            

                

今
年
の
よ
う
な
異
常
気

象
時
に
は
、
地
域
住
民
の
緊

急
避
難
路
や
生
活
道
の
迂

回
路
と
し
て
林
道
を
要
請

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
普
段

の
こ
ま
め
な
情
報
共
有
と

連
絡
体
制
の
構
築
が
大
切

で
す
。 

今
後
と
も
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
林
道
の
維
持
管
理

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

（
森
林
整
備
第
二
課
） 

事
例
２ 

地
域
の
生
活
用
水
を
確
保 

十
勝
西
部
森
林
管
理
署 

 
 

 

東
大
雪
支
署
管
内 

河
東
郡
上
士
幌
町
清
水
谷
地
区 

清
水
谷
林
道
（
一
部
利
用
） 

 
 

 

延
長
【
７
，
３
０
０

ｍ
】   被災した清流橋（清水谷林道） 

設
置
し
た
仮
設
橋 

 
 

 
 

（
清
水
谷
林
道
） 

平成２８年 台風災害等による主な林道の被害状況 
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留
萌
地
域
で
は
、
ト
ド
マ
ツ

等
の
人
工
林
の
多
く
が
間
伐

か
ら
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ

る
中
、
伐
採
さ
れ
た
木
材
の

有
効
利
用
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

加
え
て
、
伐
採
後
の
再
造

林
箇
所
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
植
栽
や
そ
の
後
の
下

刈
な
ど
育
林
に
係
る
経
費
が

人
件
費
や
資
材
費
の
上
昇
も

あ
り
高
く
な
る
一
方
で
、
従

事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
造
林
の
低
コ

ス
ト
化
と
省
力
化
が
地
域
の

民
有
林
・
国
有
林
共
通
の
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
署
で
は
、
国
有
林
の
事

業
現
場
を
活
用
し
て
、
次
の

よ
う
な
低
コ
ス
ト
造
林
の
推

進
・
普
及
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

下
刈
２
回
刈
の
省
力
化 

（
平
成
25

～
平
成
27

） 

造
林
コ
ス
ト
の
約
３
割
を

占
め
る
下
刈
に
お
い
て
、
植

栽
木
が
小
さ
い
時
に
行
っ
て

い
る
年
２
回
の
下
刈
を
１
回

刈
に
で
き
な
い
か
と
い
う
取

組
で
、
刈
払
回
数
毎
に
３
年

間
継
続
調
査
を
行
い
、
そ
の

デ
ー
タ
か
ら
適
期
で
の
１
回

刈
に
省
略
可
能
と
判
断
し
て

い
ま
す
。 

         伐
採
・
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
に 

係
る
一
貫
作
業
（
平
成
26

） 

平
成
26

年
に
当
署
で
は
初

め
て
伐
採
か
ら
植
栽
ま
で
の

一
貫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

一
貫
作
業
は
、
伐
採
・
搬

出
と
同
時
に
地
拵
・
植
栽
を

行
う
作
業
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

伐
採
等
に
用
い
る
機
械
を
造

林
作
業
に
活
用
す
る
こ
と
や

コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
も
含
め

作
業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト

化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

併
せ
て
民
有
林
関
係
者
を

交
え
て
現
地
検
討
会
を
開
催

し
、
大
型
機
械
地
拵
や
コ
ン

テ
ナ
苗
植
栽
を
実
演
し
て
意

見
交
換
を
行
い
、
機
械
の
効

率
的
な
活
用
や
、
活
着
が
よ

く
植
付
時
期
を
選
ば
な
い
コ

ン
テ
ナ
苗
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し

た
。 特

に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
初
め

て
見
る
人
が
多
か
っ
た
た
め

か
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、

今
後
の
民
有
林
へ
の
活
用
に

向
け
意
義
あ
る
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
27

年
の
留
萌
振

興
局
と
の
現
地
検
討
会
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
苗
と
普
通
苗
の
植

栽
箇
所
を
比
較
し
た
生
長
調

査
結
果
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
し
て
い
ま
す
。 

         一
貫
作
業
と
低
密
度
植
栽 

の
取
組
（
平
成
28

） 

本
年
は
、
さ
ら
な
る
低
コ

ス
ト
化
の
試
み
と
し
て
、
一

貫
作
業
の
植
栽
に
お
い
て
ｈ

ａ
当
た
り
植
栽
本
数
で
通
常

の
２
５
０
０
本
の
ほ
か
、
低

密
度
植
栽
と
し
て
１
５
０
０

本
、
１
０
０
０
本
の
植
栽
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

９
月
の
民
有
林
関
係
者
等

と
の
現
地
検
討
会
で
は
こ
れ

ら
の
箇
所
を
比
較
し
意
見
交

換
を
行
い
、
植
付
コ
ス
ト
の

削
減
に
向
け
た
情
報
共
有
を

図
り
ま
し
た
。 

         

こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
実
証
や
追
跡
調

査
を
継
続
的
に
行
い
、
そ
の

デ
ー
タ
を
民
有
林
関
係
者
に

情
報
提
供
す
る
考
え
で
あ
り
、

国
有
林
の
技
術
力
が
民
有
林

支
援
の
一
助
と
な
り
、
地
域

で
よ
り
効
率
的
な
森
林
整
備

が
図
ら
れ
林
業
の
成
長
産
業

化
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。 

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組 

留
萌
南
部
森
林
管
理
署 

下刈り２回刈り省力化の調査

一貫作業と低密度植栽の現地検討

一貫作業での大型機械地拵 
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駒
ヶ
岳
・
大
沼
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

 

今
回
は
、
平
成
18

年
以
降

自
然
再
生
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
構
成
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
継
続
し
て
受
け

入
れ
て
い
る
、
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
今
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
年
は
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ロ

シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
か
ら

集
ま
っ
た
若
者
た
ち
（
17

か

ら
30

歳
）
、
延
べ
17

名
（
長
期

６
名
、
短
期
前
半
６
名
、
短

期
後
半
５
名
）
に
、
７
月
27

日

か
ら
９
月
14

日
ま
で
の
う
ち

の
10

日
間
、
森
林
作
業
を
手

伝
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
渡
島
、
檜
山
森
林

管
理
署
か
ら
、
若
手
職
員
の

参
加
も
あ
り
、
英
語
に
触
れ
、

他
国
の
食
品
を
食
す
な
ど
異

文
化
交
流
も
行
い
ま
し
た
。 

  

 

大
沼
地
域
自
然
再
生
等
モ

デ
ル
事
業
地
内
の
カ
ラ
マ
ツ

林
で
間
伐
後
の
上
層
木
の
ま

ば
ら
な
箇
所
で
地
拵
え
を
し
、

ナ
ラ
や
イ
タ
ヤ
な
ど
の
苗
木

を
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
よ
る
植

付
を
行
い
ま
し
た
。 

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
づ
く
り
と

い
う
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が

特
に
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
然
再
生
等
モ
デ
ル
事
業

地
内
の
作
業
道
や
歩
道
な
ど

の
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

炎
天
下
で
の
作
業
で
し
た
の

で
、
時
間
と
と
も
に
疲
れ
を

見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
し
っ

か
り
草
刈
り
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
後
の

自
然
再
生
等
モ
デ
ル
事
業
関

連
の
植
生
観
察
会
や
間
伐
の

実
行
の
際
の
移
動
に
支
障
が

な
く
な
り
、
大
変
役
立
ち
ま

し
た
。 

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
セ
ン
タ
ー
の
森
林
環
境
教

育
の
場
と
し
て
使
っ
て
い
る

軍
川
の
ト
ド
マ
ツ
人
工
林

（
34

年
生
）
で
、
間
伐
体
験

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

        

10

cm

程
度
の
植
栽
木
の
う

ち
形
状
の
悪
い
も
の
や
成
長

を
阻
害
さ
れ
た
木
な
ど
を
伐

採
し
ま
し
た
。 

普
段
使
う
こ
と
の
な
い
鋸

に
興
奮
し
つ
つ
楽
し
ん
で
伐

倒
し
て
い
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

当
セ
ン
タ
ー
の
名
前
に
も

あ
る
駒
ヶ
岳
に
登
り
ま
し
た
。 

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
滞
在
し
て
い
る

宿
舎
か
ら
も
見
え
る
山
で
、

晴
れ
て
い
れ
ば
も
っ
と
感
動

し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
山
頂

に
着
い
た
と
き
に
は
雲
の
中

で
し
た
。 

山
頂
で
の
休
憩
中
に
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
態
、

地
域
の
人
が
参
加
し
な
い
わ

け
に
つ
い
て
な
ど
の
素
朴
な

疑
問
の
返
答
に
苦
慮
す
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
初
め
て
と

い
う
中
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
理
解
し
よ
う
と
疑
問
を

投
げ
か
け
、
森
林
作
業
に
一

心
に
取
り
組
む
姿
勢
に
意
識

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

         

駒ヶ岳・大沼森林ふれあい推進センター 

駒ヶ岳登山（山頂にて） 

地
拵
、
植
付 

草
刈
り
（
下
刈
） 

間
伐
（
除
伐
Ⅱ
類
） 

登 

山 

鋸を手に間伐 

植付箇所の地拵え 

事業地内の歩道の草刈り 
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こ
ん
に
ち
は
、
留
萌
北
部
森

林
管
理
署
・
羽
幌
森
林
事
務

所
で
す
。 

当
事
務
所
は
今
で
は
非
常

に
珍
し
い
木
造
の
壁
を
持
っ

た
、
と
っ
て
も
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
？
の
事
務
所
で
、
羽
幌

担
当
区
・
奥
羽
幌
担
当
区
の

２
つ
の
担
当
区
を
有
し
て
い

ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
は
森
林
官
で
あ

る
私
と
、
行
政
専
門
員
１

名
・
非
常
勤
職
員
２
名
の
計

４
名
で
す
。 

           

当
事
務
所
に
は
山
火
事
用

の
空
中
消
火
機
材
の
保
管
庫

が
あ
り
、
機
材
の
点
検
整
備

や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
な
ど

有
事
の
際
に
確
実
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
点
検

整
備
を
行
う
と
い
っ
た
他
の

事
務
所
で
は
あ
ま
り
無
い
用

務
も
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

管
轄
区
域
の
国
有
林
面
積

は
２
万
ha

以
上
あ
り
、
中
央

を
流
れ
る
羽
幌
川
は
町
民
の

重
要
な
飲
み
水
と
し
て
利
用

さ
れ
、
羽
幌
町
の
水
瓶
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

平
成
28

年
度
の
主
な
事
業

は
、
造
林
下
刈
等
が
25

ha

、

立
木
販
売
（
間
伐
）
１
，
５

０
０

㎥
、
治
山
事
業
下
刈
等

２
ha

と
あ
ま
り
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

と
言
う
の
も
平
成
25

年
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
幹
線
林
道

で
あ
る
羽
幌
本
流
林
道
が
通

行
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た

た
め
で
す
。 

 

現
在
は
少
し
ず
つ
復
旧
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
全
線
通

行
に
は
も
う
し
ば
ら
く
か
か

り
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の

子
供
た
ち
に
森
林
・
林
業
の

大
切
さ
や
国
有
林
の
魅
力
を

現
地
で
伝
え
る
こ
と
は
重
要

な
任
務
と
考
え
て
お
り
、
森

林
教
室
の
講
師
の
依
頼
が
あ

っ
た
際
に
は
、
毎
回
工
夫
を

凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

最
近
、
印
象
深
か
っ
た
出

来
事
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。 

 

森
林
教
室
に
お
い
て
「
森

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
私

た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い
で

す
か
？
」
と
言
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。 

子
供
た
ち
に
出
来
る
こ
と

で
、
今
後
に
向
け
た
啓
蒙
と

な
る
答
え
は
何
か
と
考
え
た

結
果
、
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
木

製
品
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
、

「
割
り
箸
も
大
い
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
、
子
供
た
ち

の
思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
逆

の
話
で
切
り
込
ん
で
み
ま
し

た
。 

           

木
は
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
こ
と
や
端
材
で

作
っ
た
割
り
箸
で
も
収
入
に

な
れ
ば
も
っ
と
森
林
は
良
く

な
る
こ
と
、
木
材
を
使
う
こ

と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が

大
幅
に
下
が
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
な
が
ら
、
「
木
を
切
っ

て
木
を
使
う
こ
と
が
森
を
守

り
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ん
で
す
」
と
話
を
す

る
と
、
と
て
も
興
味
を
持
っ

て
聞
い
て
も
ら
え
ま
し
た
。 

 
 

さ
て
、
最
近
特
に
苦
慮
し

て
い
る
の
は
、
農
地
を
風

害
・
塩
害
か
ら
守
っ
て
い
る

防
風
保
安
林
の
老
齢
化
対
策

で
す
。 

防
風
林
は
田
ん
ぼ
の
真
ん

中
に
あ
り
周
り
を
道
道
や
町

道
等
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
立
木
の
老
齢
化
に

よ
る
立
ち
枯
れ
や
胴
腐
れ
に

伴
う
危
険
木
の
確
認
と
そ
の

処
理
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
多
く

の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。 

 

羽
幌
地
方
の
防
風
保
安
林

は
、
１
０
０
年
を
超
え
る
老

齢
木
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
地
元
住
民
や
地

元
の
産
業
を
守
っ
て
い
る
防

風
保
安
林
の
役
割
は
重
要
で

あ
り
、
住
民
の
声
に
丁
寧
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
そ
の
維

持
・
管
理
に
日
々
努
力
し
て

い
る
羽
幌
森
林
事
務
所
で
す
。 

留萌北部森林管理署 羽幌森林事務所 
地域統括森林官 

（羽幌・奥羽幌担当区） 
定村 健二

山火事用空中消火機材 
の点検整備 

森林教室の様子 
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「各地からの便り」の詳細は 検索森もりスクエア 

【
上
川
北
部
森
林
管
理
署
】 

 

10
月
12
日
、
下
川
町
と
上
川
北
部
森
林
管

理
署
の
共
催
に
よ
り
、
民
有
林
と
国
有
林
が

一
体
と
な
っ
て
効
率
的
な
森
林
経
営
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
た
森
林

共
同
施
業
団
地
内
に
お
い
て
、「
林
業
体
験
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
町
民
の
方
を
対
象
に
参
加
者
を
募
集

し
、
国
有
林
と
町
有
林
等
を
バ
ス
ツ
ア
ー
形

式
で
巡
り
、
林
業
体
験
や
見
学
に
よ
り
地
域

の
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 

        

今
年
度
は
下
川
商
業
高
校
、
士
別
翔
雲
高

校
の
生
徒
55

名
が
加
わ
り
、
総
勢
129

名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

林
業
体
験
で
は
、
国
有
林
で
の
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
人
工
林
の
枝
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。 

下
川
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
施
設

や
、
集
住
化
住
宅
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
等
の
見
学

で
は
、
興
味
津
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た 

【
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
】 

 

10
月
23
日
、
白
老
町
に
お
い
て
、「
ポ
ロ
ト

自
然
休
養
林
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
」
主
催
の
ポ
ロ
ト
自
然
休
養
林
40
周
年
記

念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
肌
寒
い
な
が
ら
も
晴
天
に
恵
ま

れ
、
白
老
町
内
や
苫
小
牧
市
、
登
別
市
等
か

ら
多
く
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ク
ラ
フ
ト
作
り
、
丸

太
切
り
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
7.3

km
、
4.2

km
、
2.5

km
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

晩
秋
の
ポ
ロ
ト
湖
周
辺
を
散
策
し
ま
し
た
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
参
加
者
に
ア

イ
ヌ
民
族
の
伝
統
料
理
「
オ
ハ
ウ
」
が
提
供

さ
れ
、
冷
え
た
身
体
を
温
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
ク
ラ
フ
ト
作

り
と
丸
太
切
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
用
意

し
、
小
さ
い
子
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
が

立
ち
寄
り
、
楽
し
ん
で
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

 

国有林での枝打ち体験 

クラフト作り 

ノルディックウォーキングの様子 

【
知
床
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
】 

 

10
月
27

日
、
斜
里
町 

ウ
ト
ロ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
団
体
「
知
床
き
れ
い 

に
し
隊
」
の
呼
び
か
け 

に
よ
り
、
環
境
省
、
斜 

里
町
と
合
同
で
総
勢
約 

40
名
が
、
知
床
半
島
ル 

シ
ャ
地
区
の
海
岸
沿
い 

に
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
、
知
床
半
島
の
斜
里
側
で
15

年
前
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

車
で
移
動
す
る
こ
と
約
１
時
間
、
ル
シ
ャ

地
区
に
到
着
し
、 

漂
着
物
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。 

ル
シ
ャ
地
区
は
、
断 

崖
絶
壁
が
多
い
他
の
場 

所
に
比
べ
、
浜
が
存
在 

す
る
数
少
な
い
海
岸
の 

た
め
、
多
く
の
ゴ
ミ
が 

漂
着
し
や
す
く
な
っ
て 

い
ま
す
。 

開
始
し
て
１
時
間
を 

過
ぎ
た
頃
に
は
、
用
意
し
た
ト
ラ
ッ
ク
と
乗

用
車
の
荷
台
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
地
域
の
関
係
機
関
が
ル
シ
ャ
地

区
に
限
ら
ず
、
知
床
半
島
を
美
し
い
姿
に
保

つ
と
い
う
共
通
意
識
の
も
と
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。 

木質バイオマスボイラーの見学 

トラックの荷台にいっぱいのゴミ 漂着物のゴミ拾い 

【
上
川
北
部
森
林
管
理
署
】 

「
下
川
町
林
業
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催 

【
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
】 

ポ
ロ
ト
自
然
休
養
林
40
周
年
記
念
事
業 

【
知
床
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
】 

知
床
半
島
ル
シ
ャ
地
区
の
合
同
清
掃
活
動 
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「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術

交
流
発
表
会
」
の
開
催
に
つ
い

て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
29

年
２
月
２
日
、
３
日
の
２
日

間
、
北
海
道
大
学
「
学
術
交
流
会

館
」
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
に

係
る
技
術
情
報
等
の
情
報
交
換

を
図
る
た
め
、
「
平
成
28

年
度
北

の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発

表
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

森
林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教
育
を

含
め
、
森
林
・
林
業
に
関
連
す
る

取
組
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
を

行
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局

を
ご
覧
下
さ
い
。 

【
網
走
中
部
森
林
管
理
署
】 

 
10
月
29
日
、
置
戸
町
、
新
生
紀
森
林
組
合

と
当
署
の
共
催
に
よ
る
「
置
戸
の
森
林
見
学

会
―
森
林
・
林
業
・
木
材
加
工
見
学
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林
・
林
業
や
木
材

利
用
の
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
置
戸
町
に
お

い
て
伐
採
さ
れ
た
木
材
が
製
材
工
場
で
加
工

さ
れ
、
建
築
等
の
材
料
と
な
る
流
れ
を
実
際

に
見
る
こ
と
で
、
森
林
・
林
業
や
木
材
利
用

の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
、
13
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

ツ
ア
ー
で
は
、
町
有
林
で
の
伐
採
（
間
伐
）

作
業
の
現
場
や
製
材
工
場
で
カ
ラ
マ
ツ
丸
太

が
製
材
・
加
工
さ
れ
て
い
く
工
程
を
見
学
し
、

無
駄
な
く
木
材
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
森
林
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
」「
木
に
つ
い
て
よ
り
深
い
親
し
み
を

持
っ
た
」「
林
業
の
仕
事
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
、
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
を
深

め
る
大
変
有
意
義
な
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。 

↓
伐
採
作
業
現
場
の
見
学 

↑ 

製
材
工
場
の
見
学 

【
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
】 

 

11
月
12
・
13
日
の
２
日
間
、
釧
路
市
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
釧
路
昭
和
店
に
お
い
て
、
「
木

育
・
森
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

釧
路
管
内
で
は
、
地
域
の
方
々
に
木
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
、
森
づ
く
り
の
重
要

性
や
木
の
良
さ
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
釧
路
町
村
会
地

域
づ
く
り
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
環
境
保
全
型

森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
「
く

し
ろ
森
と
緑
の
会
」
を
中
心
に
平
成
23
年
度

か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
６
年
目

を
迎
え
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
は
３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
管
内
の
木
育
・
植
樹
活
動
の
様

子
を
写
し
た
パ
ネ
ル
や
地
域
材
を
活
用
し
た

木
製
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
木
の
玉
の
プ
ー

ル
や
木
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
木
製
遊
具
を

設
置
し
た
木
育
広
場
コ
ー
ナ
ー
、
木
工
作
体

験
を
通
し
て
木
に
触
れ
て
も
ら
う
木
と
の
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

イ
ベ
ン
ト
は
２
日
間
で
735

名
と
、
昨
年
の

約
1.5
倍
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ミ
ニ
ツ
リ
ー
づ
く
り
の
様
子

↓

↑
木
の
葉
の
し
お
り
づ
く
り

【
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
】 

「木
育
・森
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
を
実
施 

【
網
走
中
部
森
林
管
理
署
】 

森
林
・林
業
・
木
材
加
工
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広
大
で

大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民
共
通
の
財

産
と
し
て
、
世
代
を
超
え
た
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

持
続
的
な
管
理
経
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て
お

り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
で
は
、
「
公
売
・
入
札
情
報
」

「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」「
エ
ゾ
シ
カ

対
策
」「
森
も
り
！
ス
ク
エ
ア
」「
イ

ベ
ン
ト
情
報
」
等
の
各
サ
イ
ト
内
に

お
い
て
北
海
道
国
有
林
の
情
報
を
お

届
け
し
て
お
り
ま
す
。 

※
平
成
28

年
12

月
11

日
（
日
）
よ
り
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。 

検索 北海道森林管理局 
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